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研究開発のポイント

【課題】

ISO14001の認証取得や照明のLED化等を実施してきたが、

さらなる工場での省エネ化と全社への横展開が課題

【開発概要】

一般的に電力消費率の高いビック３の中のコンプレッサ

（CP）関係に着眼し、省エネ検討および改善効果の評価

法を開発

効 果

○ 平日休日ともに消費電力削減（図１）を実現し、見込み

で約270万円/年の電力料金削減が可能

主な開発成果

○ 圧力計を用いたエア圧力マップを作成し、圧力損失の

大きい装置を確認

○ 圧力損失結果から装置の必要流量に対する配管径の

見直しを図り、工場全体のエア圧力の低圧化を実現

○ 低圧化後のCP運用・運転方法の最適化を実施

主要事業 各種家電製品の製造販売

図１ CP運用・運転の改善効果


